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六年生 

映  うつる・エイ 

小篆      

漢字の意味 

 「映
えい

」は日（ひへん）と央
おう

から成
な

る字
じ

です。央
おう

には美
うつく

しく、盛
さか

んなものという

意味
い み

があります。「映
えい

」は日
ひ

に照
て

らされて、明
あか

るくうつし出
だ

されることを言
い

いま

す。それで「うつる、はえる」の意味
い み

になります。 

熟語 映像
えいぞう

、映画
え い が

、撮影
さつえい

、反映
はんえい

、放映
ほうえい

 ※熟語
じゅくご

（二字
に じ

以上
いじょう

の漢字
か ん じ

の語
ご

） 
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六年生 

          巻 まく・まき・カン 

小篆      

漢字の意味 

 「巻
かん

」の小篆
しょうてん

「  」は （はん）と𢍏を組
く

み合
あ

わせた字
じ

です。「巻
かん

」

は𢍏（けものの皮
かわ

）を両手
りょうて

で   （人
ひと

がうつぶせになっているさま）

の 形
かたち

のように「まきこむ」意味
い み

です。古
ふる

くは文書
ぶんしょ

を皮
かわ

や布
ぬの

に書
か

いて

それをぐるぐるまいたものを一巻
いっかん

としました。  

熟語 巻頭
かんとう

、巻末
かんまつ

、全巻
ぜんかん

、圧巻
あっかん

、絵巻
え ま き

 

 

 

 



3 

 

六年生 

            郷  キョウ・ゴウ 

甲骨文     金文    小篆 

漢字の意味 

 「郷
きょう

」の甲骨文「 」は真
ま

ん中
なか

に食
た

べ物
もの

をもった器
うつわ

があり、左右
さ ゆ う

の人
ひと

がそ

の食
た

べ物
もの

を食
た

べている 形
かたち

です。祖
そ

霊
れい

をまつって地域
ち い き

の人
ひと

を集
あつ

めて食事
しょくじ

する

饗宴
きょうえん

に招
まね

かれる人
ひと

を卿
けい

といい、卿
けい

の所有
しょゆう

する領地
りょうち

を「郷
きょう

」といいます。のちに

「郷
きょう

」は郷土
きょうど

のように「さと、ふるさと、むら」の意味
い み

になります。 

熟語 故郷
こきょう

、帰郷
ききょう

、望郷
ぼうきょう

、異郷
いきょう

、郷土
きょうど

 

 

 

https://ja.wiktionary.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E9%84%89-seal.svg
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六年生 

   仁  いつくしむ・ジン 

金文              小篆     

漢字の意味 

 「仁
じん

」は人
ひと

と二
に

を組
く

み合
あ

わせた字
じ

です。「仁
じん

」はイ（人
ひと

）が二人
ふ た り

いることを示
しめ

し、

子
こ

どもを宿
やど

した母
はは

とおなかの子
こ

の二人
ふ た り

を意味
い み

します。母
はは

がおなかの子
こ

を「いつく

しむ」のが「仁
じん

」の意味
い み

です。のちに、人
ひと

をいつくしむことを言
い

うようになりま

す。 

熟語 仁愛
じんあい

、仁義
じ ん ぎ

、仁術
じんじゅつ

、仁徳
じんとく

、仁王
に お う
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六年生 

             覧    ラン 

小篆      

漢字の意味 

 「覧
らん

」は監
かん

の省 略 体
しょうりゃくたい

と見
けん

を組
く

み合
あ

わせた字
じ

です。監
かん

は水盤
すいばん

に自分
じ ぶ ん

の姿
すがた

を映
うつ

している形
かたち

です。「覧
らん

」は水盤
すいばん

に映
うつ

った自分
じ ぶ ん

の姿
すがた

を見
み

ることを言
い

い、「みる、な

がめる」の意味
い み

になります。観覧
かんらん

（劇
げき

や景色
け し き

などを見
み

ること）や一覧
いちらん

（一
ひと

通
とお

り目
め

を通
とお

すこと）などの語
ご

に使
つか

われます。 

熟語 閲覧
えつらん

、観覧車
かんらんしゃ

、回覧板
かいらんばん

、展覧会
てんらんかい

、博覧会
はくらんかい

 

 

 

 


